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自由国民連合

１
９
１
２
年
に
中

華
民
国
の
大
統
領

に
な
っ
た
袁
世
凱
が
、
清
朝
の
皇
帝
を

退
位
さ
せ
、
秦
の
始
皇
帝
か
ら
約
２
１

０
０
年
続
い
た
帝
制
を
廃
し
た
。

　
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
も
、

ロ
マ
ノ
フ
皇
帝
一
家
は
も
と
よ
り
約
１

億
人
が
粛
清
さ
れ
、
帝
制
に
幕
を
閉
じ

た
。
最
近
で
は
、
最
古
の
国
と
さ
れ
る

紀
元
前
９
０
０
年
か
ら
続
い
て
い
る
エ

チ
オ
ピ
ア
で
は
、
１
９
７
４
年
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
で
、
ハ
レ
イ
・
セ
ラ
シ
エ

１
世
が
廃
位
、
翌
年
に
暗
殺
さ
れ
、
王

制
は
断
絶
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
王
族
に
は
、

権
力
を
恣
に
振
る
い
、
民
衆
か
ら
憎
ま

れ
、葬
ら
れ
た
か
を
窺
え
る
話
が
多
い
。
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そ
の
中
で
、
日
本
の
皇
統
が
続
い
て
い

る
の
は
稀
有
な
例
で
、
天
皇
が
国
民

を
「
大
御
宝
」（
お
お
み
た
か
ら
）
と

し
て
慈
し
み
、
大
御
心
（
お
お
み
こ
こ

ろ
）
に
よ
る
信
頼
関
係
が
あ
る
故
で
あ

っ
た
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
天
皇
の
存
在
を

認
め
な
い
日
本
共
産
党
が
革
命
に
成
功

し
な
い
限
り
、
皇
室
存
続
へ
の
心
配
は

な
い
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍

総
司
令
部
）
の
占
領
下
で
行
わ
れ
た
日

本
弱
体
化
政
策
に
よ
っ
て
、
令
和
を
迎

え
た
今
日
、
今
上
天
皇
陛
下
、
秋
篠
宮

皇
嗣
殿
下
、
悠
仁
親
王
殿
下
と
皇
位
は

継
承
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
皇
位
の
安

定
継
承
が
大
き
な
国
家
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
神
武
天
皇
の
建
国
の
理
想
、精
神
は
、

「
建
国
の
詔
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
天

皇
は
詔
の
最
後
の
部
分
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
天
地
東
西
南
北
の
た
め
に

都
を
築
造
す
る
。
そ
の
都
を
四
方
八
方

を
覆
う
大
き
な
屋
根
に
見
立
て
て
、
み

ん
な
が
そ
の
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
家
族

の
よ
う
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
国

を
築
い
て
い
こ
う
。
畝
傍
山
（
う
ね
び

や
ま
）
の
東
南
に
あ
る
橿
原
（
か
し
は

ら
）
の
地
で
国
を
覆
い
、
民
衆
を
『
た

か
ら
』
と
す
る
国
を
築
い
て
い
こ
う
」

　
日
本
全
国
が
ひ
と
つ
の
屋
根
の
下
で

暮
ら
す
家
族
の
よ
う
に
、
お
互
い
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
、

こ
れ
が
日
本
の
建
国
の
原
点
に
置
か
れ

た
。
こ
れ
を
「
八
紘
一
宇
」
と
い
う
。

八
紘
は
、
四
方
八
方
の
こ
と
、
一
宇
は

一
つ
の
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
家
族
の
こ

と
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
使
用
禁

止
と
さ
れ
た
が
、
災
害
の
多
発
す
る
日

本
列
島
に
お
い
て
、
国
民
が
互
い
に
助

け
合
っ
て
生
き
残
っ
て
い
く
の
に
必
要

な
原
点
と
な
る
思
想
で
あ
る
。

　
「
民
衆
を
『
た
か
ら
』
と
す
る
国
」

と
あ
る
が
、
原
文
で
は
「
可
治
之
」
の

３
語
で
示
し
て
い
る
。「
こ
れ
を
治
ら

し
む
べ
し
」と
読
む
。「
治
ら
す
」と
は
、

日
本
の
統
治
の
根
幹
に
あ
る
言
葉
で
、

民
衆
を
こ
そ
国
の
宝
と
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
国
の
宝
に
す
る
の

は
天
皇
で
、
政
治
権
力
者
は
天
皇
の
臣

下
と
し
て
天
皇
の
「
た
か
ら
」
に
尽
く

す
こ
と
を
責
務
と
し
た
の
で
あ
る
。
民

衆
は
、
心
の
中
に
あ
る
天
、
神
、
良
心

に
従
っ
て
正
し
く
生
き
る
限
り
に
お
い

て
権
力
か
ら
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
我
が
国
は
天
皇
の
も
と
で
世
界
最

古
の
民
主
主
義
を
実
現
し
た
国
で
あ

り
、
そ
の
思
想
は
、「
天
民
主
義
」
に

通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

世
界
の
王
室
の
中
で
日
本
の
皇
室

は
、世
界
最
古
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
。

各
国
の
王
朝
は
頻
繁
に
変
わ
り
、
処
刑

や
国
外
追
放
な
ど
悲
惨
な
終
わ
り
方
を

し
て
い
る
王
族
も
多
く
、２
６
８
２
年
、

１
２
６
代
続
い
て
い
る
天
皇
は
、
ま
さ

に
「
世
界
史
の
奇
跡
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
天
皇
は
世
界
で
唯
一
の
「
皇
帝

（Emperor

）」
で
も
あ
る
。

　
現
在
、国
連
加
盟
国
１
９
３
か
国
中
、

王
室
を
戴
く
国
家
は
、
王
を
選
挙
で
選

ぶ
マ
レ
ー
シ
ア
と
バ
チ
カ
ン
市
国
を
含

め
、
27
か
国
。
日
本
に
次
ぎ
、
２
番
目

に
古
い
君
主
国
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
王

制
は
10
世
紀
に
始
ま
っ
た
が
、
王
家
は

頻
繁
に
替
わ
っ
て
、
現
在
は
グ
リ
ュ
ッ

ク
ス
ブ
ル
グ
家
で
、
今
の
女
王
・
マ
ル

グ
レ
ー
テ
２
世
は
、
５
代
目
だ
。

　

１
７
８
９
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
で

は
、
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
な
ど

王
族
の
他
、
約
２
０
０
万
人
が
処
刑
さ

れ
、王
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
中
国
で
は
、

を
取
り
戻
せ
ば
、
日
本
は
変
わ
っ
て
い

く
。
建
国
の
中
心
者
、
神
武
天
皇
の
精

神
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
を
世

界
の
重
要
な
国
に
す
る
た
め
に
、
肇
国

の
精
神
を
心
に
明
記
し
て
前
進
し
て
ほ

し
い
。
神
武
天
皇
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
」

　
第
二
部
の
祝
賀
会
で
は
、
自
国
連
教

育
局
次
長
の
磯
田
道
男
氏
が
紀
元
節
制

定
の
経
緯
、神
武
天
皇
の
「
建
国
の
詔
」

の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
「
天
皇
皇
后
両
陛

下
」「
神
武
天
皇
復
活
式
」「
建
国
記
念

の
日
」
の
万
歳
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。

※
神
武
天
皇
の
御
即
位

　
神
武
天
皇
の
名
前
は
、
奈
良
時
代
に

付
け
ら
れ
た
漢
風
諡
号
（
一
般
的
な

呼
び
名
）
で
、
日
本
書
紀
で
は
神
日
本

磐
余
彦
天
皇
（
か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ

こ
の
す
め
ら
み
こ
と
）
と
記
さ
れ
て
い

る
。
本
名
は
彦
火
火
出
見
（
ひ
こ
ほ
ほ

で
み
）。
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
で
天
皇

に
即
位
す
る
の
は
、
建
国
の
詔
が
発
せ

ら
れ
た
２
年
後
の
元
旦
「
旧
暦
の
辛
酉

（
か
の
と
り
）
の
年
春
正
月
（
１
月
１

日
）」（
紀
元
前
６
６
０
年
）
で
新
暦
の

２
月
11
日
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
同

日
が
建
国
記
念
の
日
と
さ
れ
た
。
戦
前

戦
中
は
紀
元
節
と
呼
ば
れ
て
祭
日
と
な

っ
て
い
た
。
神
武
天
皇
の
御
即
位
の
年

が
天
皇
紀
元
の
元
年
。
今
年
は
、
皇
紀

２
６
８
２
年
で
あ
る
。

　
式
典
で
は
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱

に
続
い
て
、
に
っ
ぽ
ん
文
明
研
究
所
代

表
で
神
主
の
奈
良
泰
秀
氏
に
よ
る
斎
主

で
神
事
が
奉
納
さ
れ
た
。
神
事
で
は
、

斎
主
に
よ
る
祝
詞
奏
上
の
あ
と
、
参
加

者
全
員
で
大
祓
詞
を
奉
唱
し
た
。

　
松
原
章
氏
に
よ
る
能
楽
「
高
砂
」
が

奉
納
さ
れ
た
あ
と
、
阿
部
総
裁
が
講
話

で
、「
神
武
天
皇
復
活
式
」
の
意
義
を

次
の
よ
う
に
述
べ
た

　
「
古
事
記
や
日
本
書
紀
で
日
本
の
初

代
天
皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
の
即
位
日

は
、
紀
元
節
と
し
て
、
明
治
天
皇
に
よ

っ
て
明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）
に
制

定
さ
れ
た
が
、
戦
後
、
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
年
）
に
占
領
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
昭
和
42
年
（
１

９
６
７
年
）
２
月
11
日
に
「
建
国
記
念

の
日
」
と
し
て
施
行
さ
れ
が
、
今
日
、

そ
の
意
味
を
理
解
す
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
が
勢
い
を
失

っ
て
い
く
最
大
の
原
因
と
考
え
る
。
日

本
を
復
興
す
る
に
は
、
失
わ
れ
た
肇
国

の
精
神
、『
建
国
の
詔
』
の
精
神
を
取

り
戻
し
、
そ
の
精
神
の
基
に
日
本
が
一

つ
に
な
る
し
か
解
決
の
方
法
は
な
い
」

　
「
こ
の
た
め
に
、
尊
皇
愛
国
、
保
守

団
結
、
反
共
救
国
、
国
際
連
帯
を
合
言

葉
に
自
国
連
を
創
設
し
た
。
こ
の
精
神

「
神
武
天
皇
復
活
式
」
の
意
義
を
語

る
阿
部
正
寿
総
裁

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

「
神
武
天
皇
復
活
式
」を
挙
行

「
建
国
の
詔
」の
精
神
で
日
本
の
復
興
を

都内で行われた「神武天皇復活式」＝2月11日

　
初
代
天
皇
の
神
武
天
皇
の
即
位
日
を
記
念
す
る
建
国
記
念
の
日
の
11
日
、
肇
国

の
精
神
の
復
興
を
祈
念
す
る
式
典
「
神
武
天
皇
復
活
式
」
が
都
内
で
自
由
国
民
連

合
（
自
国
連
、
阿
部
正
寿
総
裁
）
主
催
で
挙
行
さ
れ
た
。
同
式
典
は
、
神
武
天
皇

の
肇
国
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
即
位
２
年
前
に
渙
発
さ
れ
た
「「
建
国
の
詔
」
の
理

念
を
思
い
起
こ
し
、肇
国
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
理
想
の
国
を
目
指
す「
令
和
維
新
」

が
再
出
発
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

建
国
の
詔

「
八
紘
一
宇
」の
人
生
観
、
世
界
観

出
席
者
ら

万
世
一
系
の
皇
統
は
人
類
の
至
宝
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同
市
辺
野
古
地
区
で
は
米
軍
普
天
間

飛
行
場
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の
代
替

施
設
の
建
設
に
必
要
な
埋
め
立
て
工
事

が
進
ん
で
お
り
、
玉
城
知
事
や
オ
ー
ル

沖
縄
の
強
引
な
反
対
を
訴
え
た
が
、
市

民
は
、
基
地
問
題
よ
り
も
生
活
重
視
を

選
択
し
た
。「
自
国
連
の
チ
ラ
シ
の
効

果
が
あ
っ
た
」（
渡
具
知
事
務
所
）
の

は
間
違
い
な
い
。
有
権
者
約
５
万
人
、

投
票
率
は
前
回
を
８
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

を
引
き
締
め
た
。 

　
次
の
選
挙
は
２
月
27
日
に
投
開
票
さ

れ
る
石
垣
市
長
選
と
４
月
の
沖
縄
市
長

選
だ
。
石
垣
で
は
４
選
を
目
指
す
保
守

系
の
中
山
義
隆
市
長
と
中
山
市
長
を
１

期
目
か
ら
支
え
て
き
た
も
の
の
、
オ
ー

ル
沖
縄
と
手
を
組
ん
だ
旧
保
守
系
市
議

と
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
て
い
る
が
、
来

年
の
自
衛
隊
配
備
を
控
え
重
要
な
選
挙

で
あ
る
。

　
自
民
は
夏
の
参
院
選（
沖
縄
選
挙
区
）

と
秋
の
県
知
事
選
と
も
に
オ
ー
ル
沖
縄

の
現
職
に
挑
む
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、

２
月
下
旬
現
在
、
参
院
選
と
県
知
事
選

の
立
候
補
予
定
者
が
ま
だ
正
式
に
決
ま

っ
て
い
な
い
。

　
自
国
連
本
部
と
沖
縄
支
部
の
今
後
の

沖
縄
対
策
が
期
待
さ
れ
る
。

無
投
票
で
再
選
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ

を
含
め
れ
ば
、
選
挙
イ
ヤ
ー
の
序
盤
戦

は
自
民
の
３
戦
３
勝
と
い
う
形
だ
。 

　
沖
縄
の
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
の
初
戦
と

位
置
付
け
ら
れ
た
今
回
の
重
要
選
挙
は

自
公
に
軍
配
が
上
が
り
、
秋
の
知
事
選

に
向
け
て
弾
み
を
つ
け
た
。 

　
今
回
の
選
挙
戦
で
最
大
の
争
点
と
な

っ
た
の
は
基
地
問
題
で
は
な
く
、
子
育

て
・
福
祉
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

だ
っ
た
。 

　
子
育
て
無
償
化
に
は
年
間
７
億
円
の

予
算
が
必
要
に
な
る
。
渡
具
知
氏
は
選

挙
戦
で
、「（
自
身
が
実
現
し
た
）
無
償

化
３
点
セ
ッ
ト
（
保
育
料
、
中
学
ま
で

の
給
食
費
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
）
は
財
源
の
大
き
さ
か
ら
、
ど
の
市

町
村
で
も
で
き
な
か
っ
た
事
業
」
だ
と

胸
を
張
っ
た
。
辺
野
古
移
設
の
見
返
り

と
し
て
国
か
ら
与
え
ら
れ
る
米
軍
再
編

交
付
金
を
活
用
し
た
か
ら
こ
そ
の
実
績

だ
が
、
こ
れ
が
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
。 

　
一
方
の
岸
本
氏
は
、
基
地
建
設
反
対

を
訴
え
る
一
方
で
、交
付
金
に
頼
ら
ず
、

市
有
地
売
却
や
行
政
の
無
駄
を
省
く

こ
と
で
無
償
３
点
セ
ッ
ト
の
財
源
を
確

保
す
る
と
主
張
し
た
が
、「
財
源
の
根

拠
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
」（
渡
具
知
氏
）

と
の
批
判
に
反
論
で
き
な
か
っ
た
。  

　

名
護
市
と
南
城
市
を
取
っ
た
こ
と

で
、
自
民
党
県
連
の
中
川
京
貴
会
長
は

「
今
後
の
市
長
選
、
参
院
選
、
知
事
選

に
向
け
て
追
い
風
に
な
る
」
と
力
強
く

語
っ
た
。
一
方
で
、「
参
院
選
、
県
知

事
選
と
な
る
と
、簡
単
に
は
い
か
な
い
」

と
、
あ
る
自
民
党
県
連
幹
部
は
気
持
ち

68
・
32
％
と
過
去
最
低
だ
っ
た
。 

　
渡
具
知
氏
の
選
挙
事
務
所
に
あ
る
モ

ニ
タ
ー
に
姿
を
見
せ
た
茂
木
敏
充
自
民

党
幹
事
長
は
、
夜
10
時
す
ぎ
、
渡
具
知

氏
の
当
確
が
出
て
、
万
歳
三
唱
を
し
た

後
、「
国
の
立
場
か
ら
も
全
力
で
（
名

護
振
興
を
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
た
。 

　
「
新
基
地
建
設
反
対
」
を
争
点
に
目

論
ん
だ
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
陣
営
は
、
昨

年
の
総
選
挙
に
続
い
て
、
敗

北
し
た
。 

市
長
選
の
結
果
は
、

市
民
の
民
意
と
し
て
建
設
に

向
け
て
弾
み
と
な
る
道
筋
が

つ
い
た
。

　

同
日
投
開
票
が
行
わ
れ
た

南
城
市
長
選
で
も
、
自
公
が

推
薦
す
る
前
市
長
の
古
謝
景

春
氏
が
当
選
。
現
職
相
手
に

終
始
、
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
だ
け
に
、
オ
ー
ル
沖
縄

か
ら
市
政
を
取
り
戻
し
た
イ

ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
さ
ら

に
、
こ
の
日
に
行
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
八
重
瀬
町
長
選
は

自
公
系
の
新
垣
安
弘
町
長
が

　
任
期
満
了
に
伴
う
名
護
市
長
選
が
１
月
23
日
に
行
わ
れ
、
自
民
、
公
明
推
薦
の

２
期
目
を
目
指
す
現
職
、渡
具
知
武
豊
氏
が
、玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
支
援
す
る
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
陣
営
か
ら
立
候
補
し
た
前
市
議
の
岸
本
洋
平
氏
に
約
５
０
０
０
票
の
予

想
以
上
の
大
差
を
つ
け
て
再
選
を
果
た
し
た
。
自
由
国
民
連
合
は
、
告
示
前
約
10

日
間
、
名
護
市
を
拠
点
に
「
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党
」
の
チ
ラ
シ
を
運
動
賛
同
者

と
共
に
配
布
し
た
ほ
か
、
街
宣
活
動
で
、
渡
具
知
候
補
を
応
援
し
た
。（
沖
縄
支
部
）

　
福
岡
市
の
保
守
系
団
体
「
人
権
弾
圧

国
家　
中
華
人
民
共
和
国　
中
国
共
産

党
政
権
を
許
さ
な
い
会
」
の
有
志
が
、

北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
た

２
月
４
日
、
同
市
に
あ
る
中
国
福
岡
総

領
事
館
前
に
集
結
し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
対
し
て
抗
議
活
動
し
た
。

辺
野
古
移
設
工
事
が
加
速
へ

殉国七士廟を参拝　三ケ根山

名
護
市
長
に
渡
具
知
氏
再
選

　
こ
の
日
同
領
事
館
は
閉
鎖
し
て
い
た

ほ
か
、県
警
察
の
厳
重
な
規
制
の
た
め
、

団
体
一
行
は
正
門
前
で
は
な
く
敷
地
の

端
の
路
上
に
集
結
、
自
由
国
民
連
合
福

岡
支
部
の
伊
藤
大
地
支
部
長
が
、
団
体

を
代
表
し
て
抗
議
文
を
読
み
上
げ
、
領

事
館
に
投
函
し
た
。

　
同
団
体
有
志
は
抗
議
文
の
中
で
、「
人

権
弾
圧
・
民
族
浄
化
・
言
語
文
化
や
宗

教
文
化
破
壊
、
そ
し
て
お
ぞ
ま
し
い
臓

器
収
奪
を
続
け
て
い
る
中
国
共
産
党
政

権
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
資
格
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
」
と
し
た
上
で
「
ど
れ
だ
け

多
く
の
民
族
が
中
国
共
産
党
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
れ
だ
け
の
人
達

が
家
族
を
奪
わ
れ
家
族
が
破
壊
さ
れ
言

語
や
文
化
を
奪
わ
れ
苦
し
み
の
中
に
在

る
の
か
。
私
た
ち
は
深
い
怒
り
と
哀
し

み
を
も
っ
て
中
国
共
産
党
政
権
を
糾
弾

し
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　
さ
ら
に
、
抗
議
文
は
、「
我
々
は
自
由

民
主
の
日
本
に
住
む
者
と
し
て
、弾
圧・

民
族
浄
化
に
さ
ら
さ
れ
声
を
上
げ
る
こ

と
す
ら
出
来
な
い
人
た
ち
の
哀
し
み
と

と
も
に
『
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

平
和
の
祭
典
に
非
ず
。一
日
も
早
く『
中

華
人
民
共
和
国
崩
壊
』
及
び
『
中
華
人

民
共
和
国
崩
壊
後
の
す
べ
て
の
民
族
解

放
』
を
願
っ
て
い
る
」
と
糾
弾
し
た
。

　
伊
藤
支
部
長
は
「
日
本
政
府
の
中
国

へ
の
弱
腰
が
、
こ
の
よ
う
な
規
制
を
も

た
ら
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
規
制

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
出
来
る
限
り
の

可
能
な
手
段
で
抗
議
活
動
を
繰
り
広
げ

よ
う
と
決
意
し
た
」
と
語
り
、
自
国
連

の
「
尊
皇
愛
国
」「
反
共
救
国
」「
保
守

団
結
」
運
動
の
意
義
を
強
調
し
た
。　

　
自
由
国
民
連
合
の
女
性
局
（
小
澤
正

枝
局
長
、「
桜
の
会
」）
は
昨
年
10
月
か

ら
毎
月
２
回
、
自
国
連
発
行
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
１「
民
主
主
義
に
魂
を
込
め
る
」

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
自
国
連
事
務
局

の
水
間
石
渓
次
長
ら
を
講
師
に
招
い
て

勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。
首
都
圏
、
中

部
圏
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
代
表
が
リ

モ
ー
ト
で
参
加
、
自
国
連
の
理
念
と
存

在
意
義
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

小
澤
局
長
は
、「
最
初
は
天
民
主
義

な
ど
な
か
な
か
理
解
困
難
な
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
勉
強
会
の
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
、自
国
連
の
掲
げ
る
、『
尊
皇
愛
国
』

『
反
共
救
国
』『
保
守
団
結
』『
国
際
連
帯
』

の
４
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
味
合
い
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と

語
る
。

　
１
月
で
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
勉
強
内
容

を
終
え
て
２
月
か
ら
は
、
古
事
記
を
参

考
に
し
て
、
日
本
の
国
の
成
り
立
ち
、

万
世
一
系
の
天
皇
の
存
在
の
価
値
、
国

際
社
会
の
中
の
日
本
の
価
値
な
ど
を
勉

強
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
「
自
国
連
を
人
に
紹
介
す
る
と
き
に
、

勉
強
会
で
学
ん
だ
こ
と
が
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」「
女
性
天
皇
と
女
系

天
皇
の
違
い
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど

と
い
う
会
員
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

中
国
福
岡
総
領
事
館
前
で
行
わ
れ
た
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
の
抗
議
活
動

当確を受け万歳三唱する渡具知武豊氏（前列左から２人目）
＝1月23日、沖縄県名護市の選対本部

﹁
北
京
五
輪
は
平
和
の
祭
典
に
非
ず
﹂

中
国
領
事
館
に
北
京
五
輪
抗
議
文
投
函
福岡支部

自
国
連
の
存
在
意
義
を
理
解

女
性
局

　
２
月
12
日
、愛
知
県
西
尾
市
の
三
ケ
根
山
に
あ
る
、

極
東
軍
事
裁
判
の
判
決
に
従
い
死
刑
を
執
行
さ
れ
た

７
人
の
軍
人
、
政
治
家
を
祀
っ
て
い
る
殉
国
七
士
廟

参
拝
に
自
由
国
民
連
合
会
員
と
し
て
今
回
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。同
廟
参
拝
を
企
画
し
て
い
る
の
は「
三

ケ
根
の
会
」
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
始
め
て
今
回
が

15
回
目
。

　
こ
の
日
、
三
河
湾
を
一
望
で
き
る
三
ケ
根
山
は
快

晴
に
め
ぐ
ま
れ
風
も
な
く
、
春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ

る
穏
や
か
な
一
日
で
し
た
が
、
当
日
の
参
加
者
は
比

較
的
少
規
模
の
参
拝
で
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
厳
粛
な
気
持
ち
で
廟
の
前
で
参

拝
、
祖
国
日
本
の
た
め
に
戦
争
で
尊
い
命
を
捧
げ
ら

れ
た
英
霊
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
一
人
、
坂
下
和
美
さ
ん
は
、「
参
拝
に

来
て
も
ら
え
れ
ば
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
り
、
何
故
に
東
の
靖

國
、
西
の
三
个
根
と
呼
ば
れ
る
の
か
が
分
か
っ
て
も

ら
え
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
」
と
語
り
、
参
拝
参
加

を
呼
び
掛
け
た
。

　
初
め
て
の
参
拝
で
し
た
が
、
廟
は
民
間
施
設
に
も

関
わ
ら
す
整
備
さ
れ
て
い
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
と
の
驚
き
と
感
動
の
一
日
で
し
た
。

　
同
会
の
参
拝
は
年
３
～
４
回
行
わ
れ
て
お
り
、
次

回
は
５
月
３
日
（
火
）
の
憲
法
記
念
日
の
予
定
。

　
同
廟
に
は
、
軍
人
と
し
て
東
条
英
機
、
土
肥
原
賢

三
、
板
垣
征
四
郎
、
木
村
兵
太
郎
、
松
井
石
根
、
武

藤
章
、
文
官
と
し
て
広
田
弘
毅
７
人
が
祀
ら
れ
て
い

る
。（
竹
村
祥
）

「
オ
ー
ル
沖
縄
・
共
産
党
」の
チ
ラ
シ

ま
き
で
応
援
し
た
自
由
国
民
連
合

殉国七士廟


